
高度IT人材育成サービス
のご紹介

PMP®,ITIL®,BABOK®の資格取得支援、PDU発行申請、
マネジメント,アジャイル,要件定義,高度セキュリティスキルなど



POINT

PDU/CDU の取得申請ができます！
アイテックはPMI

®
から教育プロバイダであるR.E.P.（Registered Education

Providers)として認定をうけており，提供するコースに対しPDUを発行することを
PMI

®
から承認されております。また、ビジネスアナリシス啓発を行うIIBA

®
のEEP

教育プロバイダとして認定をうけており、CDUの発行が可能です。

情報処理技術者試験

PMP®、ITIL®などIT資格

マネジメント テクノロジ

IT基礎

ヒューマン

学習の基本！

信頼と実績のある

アイテック書籍です

150名以上の講師

による幅広い教育領域

課題に合わせて

能力を測るテストを作成

Webコンテンツで学習

時間や場所にしばられず

多忙な方でも受講可能

受講生のスケジュールや
貴社の課題にあわせて

最適な学習スタイルを選択

※PMP®は、プロジェクトマネジメント協会(Project Management Institute, Inc)の商標登録です。

教育対象

マネジメント層

一般社員

新入社員

アイテックは、資格取得や技術研修だけでなく、ヒューマン面からもIT人材の育成を支援いたします。
このカタログでは、PMBOK®関連分野を中心に、マネジメント層・マネージャ候補向けの教育をご紹介します。
※情報処理技術者試験対策、内定者・新人社員教育については別冊カタログをご用意しております。ぜひお気軽にお申し付けください。
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１社集合研修

150名以上の講師陣による幅広い教育分野
真の課題を解決するマネージャを育てる

【受講対象】
ITエンジニア、マネージャ
すべての社員

【提供教材】
セミナー・研修フォロー・アセスメントテスト

１社集合研修 P4

集
合
研
修

P
D
U

PMBOK®

プロジェクトマネジメントスキルの
国際的な評価基準 PMP®試験対策を支援

【受講対象】
プロジェクトマネージャ
プロジェクトマネージャ候補

【提供教材】
書籍・通信教育・セミナー

PMP®試験合格虎の巻
PMBOK®ガイド問題集
プロジェクトマネジメントリテラシ

PMP®試験対策コース
プロジェクトマネージャ養成

P10
P10
P10
P11
P12

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

P
D
U

PDU取得
上流工程

プロジェクトマネージャに必要な知識の習得
CCRサイクル向けPDU取得

【受講対象】
PMP®取得者
プロジェクトマネージャ
上流工程関係者

【提供教材】
書籍・通信教育・セミナー

情報活用戦略マネジメント
リーダーシップ
要件定義
アジャイル開発
実践力強化ゼミ

P13
P13
P18
P21
P25

P
D
U

ITIL®

ITシステム運用・保守の業務ノウハウと
ベストプラクティスを学ぶ

【受講対象】
ITサービスマネージャ

【提供教材】
通信教育（ファンデーション）、セミナー

※ITIL®ファンデーション通信教育はPDU申請対象外

ITIL®ファンデーション
ITIL®プラクティショナ
ITIL®インターミディエイト

P15
P16
P16

C
D
U

P
D
U

BABOK®

要求定義の国際的基準となる知識体系

【受講対象】
マネジメント層
ストラテジスト
上流工程関係者

【提供教材】
書籍・通信教育

BABOK®ガイド
BA概説講座

P20
P20

PCI DSS

クレジットカードデータのための
セキュリティ基準

【受講対象】
カード会社、カード加盟店のシステム担当者
カードシステムに関わるSI事業者
上記企業のコンサルに関わるコンサルタント

【提供教材】
通信教育

PCI DSS P27 セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連

CND
（認定ネットワークディ
フェンダー）

CEH
（認定ホワイトハッ
カー）

高度情報セキュリティ人材を実践的に育てる
EC-Council認定資格

【受講対象】
セキュリティエンジニアを目指す方

【提供教材】
セミナー+ｅラーニング

セキュリティエンジニア養成 P29

目次（目的別）※下線部クリックで該当ページへリンク
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メールでのやり取りでご購入いただけます。

法人会員に登録いただきますと、
貴社価格でのご注文が簡単・迅速にできる「法人限定のECサイト」をご利用いただけます。

弊社担当営業より申込書をメールにてお送りします。

Excel表の申込書と名簿に必要事項を入力ください。

申込書のExcelデータをメールにてご返信いただいた後、
印刷した申込書に社印押印の上、PDFにてお送りください。

社内受注後、ご請求書を発行いたします。

弊社担当営業へお問合せください。法人営業部：03-6824-9007

◼ 法人会員登録のメリット
• 見積書の出力や、見積書からのご購入が可能です。
• 過去の購入履歴がご参照いただけます。
• 一度請求・納入先などをご登録いただけますと、繰り返しご利用いただけます。
• 受講者情報を一括登録できるCSVアップロード機能が掲載されております。
• お申込毎に必要だった、社印の押印が不要です。
• 3,000円以上（税込）ご購入の場合、送料無料。

※ECサイトへの商品掲載はオフラインでの申込と、掲載開始時期が異なる場合がございます。

法人会員申請書（Excel）をメールにてお送りします。
必要事項の入力後、社印押印の上ご返送ください。

貴社専用のコードを発行いたします。

ログインし貴社コードを設定の上、
アイテックストア（https://www.itec.co.jp/store/）よりご注文ください。

銀行振込、クレジットカード決済がご利用いただけます。

弊社担当営業へお問合せください。法人営業部： 03-6824-9007

初
回
の
み

１社集合研修、教材アレンジ などのご相談

【法人営業部 直通】

℡:03-6824-9007 ✉: hojin@itec.co.jp

お気軽に
ご相談ください！

お申込み方法
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マネジメント層の人間力を育てる

１社集合研修



＜マネジメントスキル＞

マネジメント

プロジェクトを成功に導く人材を育てる
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１社集合研修の研修時間を、PDU（またはContact hours）、CDUとして発行申請が可能です。
マネジメント系の研修でなくても、「プロジェクトマネージャがこの研修を受ける理由、目的」が
明確にすることができれば、PDUの発行許可を求めることができます。

研修を実施しつつ、CCRサイクル※2のケアもご検討でしたら、ぜひ一度ご相談ください。

ヒューマン
＜人間力＞

テクノロジ
＜技術と知識＞

知識とスキルと人間力で
顧客の課題を解決！！

高度な開発技術や、マネジメントの知識があっても、コミュニケーション能力やロジカルシン
キング、自分自身のストレスケアなどの「人間力」が欠けていたら、
プロジェクトを大成功に導けるマネジメントはできません。

アイテックは、

で、現場で力を発揮し、企業利益に貢献する人材教育を提供いたします。

※1 プログラムマネージャ・・・複数のプロジェクトの管理者
※2 CCRサイクル・・・PMP®資格保有者は、3年間に60PDU以上の継続学習をし、アクティビティの承認を得なければなりません。

受講者例：
・プロジェクトマネージャ ・プログラムマネージャ※1 ・ビジネスアナリスト
・チームリーダー ・上流工程に携わる方 ・それらの初任者、候補生

＜そのほか新人、若手、一般職、シニア社員、女性活躍など幅広い分野での教育を支援いたします。＞



パーソナル・テクニカル講座１社集合研修 受講者の声
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セ ミ ナ ー 満 足 度

91%

2017年4月～2018年9月に実施した社員向け集合研修（新人教育研修を除く）
当社書式でのアンケートより集計

※  「大変満足・満足」回答の方の割合
※ ヒューマン系、マネジメント系、

テクノロジ系研修の合算値

セ ミ ナ ー 後
理 解 が 深 ま っ た 割 合

92%

※ 受講前よりも
理解度が高くなった方の割合

・話を聞くだけでは、その内容を活かしきれない事を、ケーススタディで痛感しました。
モチベーションを下げさせず、直すところは直す手法は見習いたい。

（PM実践講座）

・会議の実施における段取りとファシリテーターの重要性を感じる事ができた。
演習を通じて上がった課題や講習内容は難しいものばかりではないため、今後、実践し続けることを
心掛けたいと思います。

・論拠のためのエビデンスの情報収集も必要であると感じました。
ただただ会議を短くすることは反対ですが、集中力に合わせて最長1時間とすることは納得できました。

（ファシリテーター向けファシリテーション研修）

・議事録や障害報告書を社外の人にチェックしてもらう機会がなかったので、勉強になりました。
・いままで受けた文書作成研修よりも、実践向けでありがたかったです。
・課題を通じて自身の悪い癖や不出来な点を確認することができた。

（ロジカルライティング研修初級編）

・演習を通して改めて仕事を考えてみたことで、普段はあまり頭を使わずに仕事をしていたのではない
かと気付かされました。
・プロジェクトにおける要件定義の重要性、どういうことを意識し誰と詰めていくべきかの考え方を学
べました。実業務では要件定義は立場上任されない状態ですが、設計一つを取っても使う先のユーザが
何を求めているのかを考えていこうと思います。

（BA基礎講座）

・チューターが初めてなので、ばくぜんとした不安だけがありましたが、”新人との向き合い方”とい
う、業務内容よりも大事な点を教えていただき、自分なりにどう接したらいいか、考えることができま
した。
・今回の研修で、姿勢１つで相手に怒ってるイメージを持たせてしまう事を実体験できてとても新鮮で
したし、気をつけなければならないと感じました。また、コミュニケーション・スタイルで、自分のス
タイルを知ることができて良かったです。新人がどのタイプか把握して、そのタイプに見当った対応を
できるようにしないといけないと感じました。

（チューター研修）

・非機能グレードは顧客に示しやすく、業務に活かせると思いました。非機能要件はお客様とボタンの
掛け違いになり易いので、これを活かしていきたいです。

・G.D.で、実際のケースに即して考える事ができ、理解が深まりました。
（非機能要件定義研修）

・情報漏洩の被害額の大半が、わずか数社の事故で発生していることが印象に残りました。
一人ひとりの意識を高め、維持していくことが重要であると感じました。

・なんとなく理解していたことも今回きちんと意識できたように感じました。
明日は我が身なので、改めて気を引き締めていきたいと強く思います。

（情報セキュリティ啓蒙研修）



実施研修の例

■ヒューマン系研修

■テクノロジ系研修

生産性向上

・仕事のスピードを上げる段取り力研修

・生産性を上げるタイムマネジメント研修

（新人・若手・管理職向け）

・チームの生産性を上げる効率化研修
・結果の出る会議研修

（参加者・ファシリテータ向け・実践）

プロジェクト系マネジメント力強化

・リスクマネジメント実践

・ステークホルダーマネジメント実践

・プロジェクトマネジメント実践

・ITサービスマネジメント実践（移行/運用）

・SEのためのチームマネジメント研修

コンセプチュアルスキル

・顧客の課題を解決するビジネスアナリシス実践
・顧客の問題解決のためのロジカル思考強化研修

・顧客ニーズを引き出す要件定義（BA）実践

・デザイン思考研修

営業力強化

・SEのための営業力（ビジネスマインド）強化研修

・SEのための提案力強化実践
・『期待値を超える行動』を引き出すホスピタリティ研修
・相手の心を動かすプレゼンストーリーの作り方研修

ダイバーシティ研修

・ダイバーシティ研修

・女性活躍推進研修
・グローバルビジネスコミュニケーション研修
・シニア社員向け キャリアプラン研修
・シニア社員向け 後進の指導・育成研修

自立型・自主性醸造・セルフモチベーション

・主体性を育む当事者意識醸成研修

・逆境力・折れない心の育て方 レジリエンス研修
・マインドマップセルフコーチング研修
・変化の時代に求められる自立型社員育成/レベルアップ

・解のない時代の業務成果向上＆巻き込み・協業力向上研修

基礎理論

・コンピュータシステムの基礎研修
・アルゴリズム基礎研修
・プログラミング基礎研修

・オブジェクト指向とUML研修

コンピュータシステム

・Linux基礎研修
・Windows基礎研修
・LPIC1・2試験対策
・性能の要求分析と設計研修
・信頼性の要求分析と設計研修

技術要素

・データベースの基礎研修
・SQL入門研修

・SQL集計/分析
・ネットワークの基礎研修
・ネットワークサーバ構築研修
・情報セキュリティの基礎研修

開発技術

・設計技法研修
・テスト技法研修

業界動向理解

・SEのための人工知能活用
・IoTを活用した新規事業の創出

パーソナル・テクニカル講座１社集合研修 実施例

■マネジメント系研修

ヒューマン系、テクノロジ系、マネジメン
ト系ともに、上記コースは一例です。
貴社の課題に沿って研修内容を企画・カス
タマイズいたしますので、お気軽に担当営
業までご相談ください。

要件定義/要求分析

・要件定義研修
・非機能要件定義研修（非機能要求グレード）

コンプライアンス

・ハラスメント研修（管理職向け）（一般職向け）

・コンプライアンス研修
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ビジネススキル

・伝達コミュニケーション研修

・問題解決のためのロジカル思考強化研修

・ビジネス基礎力
・ロジカルライティング研修（初級編・指導力強化編）

・周囲とのビジネスコミュニケーション

・OJTによる新人育成研修

・会計の基礎（会社の仕組み、財務会計）

・人間関係を強化する アサーティブ研修

・コンプライアンス リスク防止

・プレゼンテーション研修

キャリアデザイン

・キャリアデザイン研修
・「人生100年時代」の働き方を考える研修

組織系マネジメント力強化

・部下を持ったら知っておくべきリーダー力向上研修

・部下育成のためのコミュニケーション研修

・部下との対話と目標管理研修

・ハラスメントを起こさない職場作り研修

・当事者意識醸成と主体的リーダーシップ研修
・リーダーシップとマネジメント研修
・女性リーダーのためのマネジメント研修

・OJTによるメンバー育成研修



グローバルに通用するスキルと資格

プロジェクトマネジメント

PMP
®

ITIL®

要件定義

ＢＡ（ビジネスアナリシス）

アジャイル

PDU取得オープンセミナー『実践力強化ゼミ』

通信教育コース

セミナー

書籍

Webページへリンク



近年の変化の激しい経済環境においては、企業がより高い生産性や品質管理を求めるようになり、
プロジェクトマネジメント力の向上が企業の繁栄・存続に非常に重要であることが認識されています。
PMP®試験とは、プロジェクトマネジメントに関する知識、理解度をはかることを目的とした、
米国PMI ® （Project Management Institute）が認定する資格試験のことです。
プロジェクトマネジメントについてのスキルを評価する上で、世界中で事実上の標準となっています。

ＰＭＰ
®
について

ＰＭＰ®

PDUとは、承認された学習やプロフェッショナルとしてのサービス･アクティビティを定量化する
計測単位です。1PDUは1時間に相当し、1時間を越えれば0.25単位で申請することができます。
教育カテゴリーが細分化され、資格取得後のCCRサイクル従事の際、「テクニカル」「リーダーシップ」
「ストラテジー」のサブカテゴリ―で、各サブカテゴリーで最低8PDU（合計で60PDU以上）を取得する
必要があります。
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PMP
®
試験申し込みのために、

規定時間以上の実務経験と
PM経験に加え、35時間
（35Contact Hours）以上の
PM研修が必要となります。

PMP
®
は、試験に合格して資格保

有者となった後も、継続的な教
育および職務能力の育成のため、
CCRサイクルに従事する必要が
あります。
3年間に60PDU以上の継続学習
をし、アクティビティの承認を
得なければなりません。
1つのコースで複数のサブカテゴ
リーの内容が盛り込まれている
コースも対象になります。



ＰＭＰ®

PMP
®
試験 合格虎の巻 第6版対応

PMBOK ®ガイド第6版をわかりやすく丁寧に解説しており、好評をいただいております。
自己学習に悩まれている方にぜひ手に取っていただきたい試験対策必携の一冊です。
分野別の重点ポイントの解説から、章末問題・模擬試験による掲載問題435問の問題演習によって、
PMBOK ®ガイドの理解から、模擬試験までこの一冊で学習いただけます。
■定価：¥3,200(税別)

プロジェクトマネジメント リテラシ
プロジェクトとは何か、

対象、技法、プロジェクトメンバーに必要な
知識と能力にそれぞれ焦点をあて、概要や
どのようなアプローチで理解していくかを
わかりやすく解説。

■定価：¥2,700(税別)

アイテックのＰＭＰ
®
関連教材

試験対策必携の参考書『PMP®試験 合格虎の巻』をはじめとした実績ある教材ラインナップ

PMBOK
®
ガイド問題集 第6版対応

この問題集は、PMI ®自身が知識や業務の手法
を幅広く理解する助けとして、編纂し発行さ
れています。

原典である英語版をPMI ®の許可を得て、日本
語の書籍として翻訳・出版しています。

■定価：¥1,700 (税別)

10

PMP
®
試験対策コース+宿題メール（第6版対応）

試験で出題される知識項目をまとめた『PMP
®
試験 合格虎の巻』に、繰り返し演習が可能で弱点補強

に最適なWebコンテンツ、問題集、重要問題をメールアドレスに配信する『宿題メール』をセットに
した、試験対策のための通信教育コースです。
修了条件を満たすと、受験に必要な35Contact Hoursの内、15Contact Hoursを取得できます。
■定価：¥35,000(税別)

POINT

事前学習 35時間（35Contant Hours）以上を取得するためにオススメの教材は…
PMP

®
試験対策コース 第6版対応 宿題メール付で学習後、試験対策セミナーを行うと、受講者の理

解がぐっと深まります！ご多忙でセミナーの日程調整が難しい場合は、PDU取得通信教育コースを、
複数講座受講いただくこともオススメです。（各コースの取得PDU数がContact Hours数となります。）

分野 教材名 学習形態 取得PDU

プロジェクト
マネジメント

プロジェクトマネージャ養成コース 通信教育 25PDU

プロジェクトを基盤とする情報活用戦略マネジメント 通信教育 10PDU

プロジェクトマネージャに求められるリーダーシップ 通信教育 10PDU

ITIL
®

プラクティショナ通常コース（試験なし） 集合研修 14PDU

インターミディエイト通常コース（試験付） 集合研修 40PDU

インターミディエイトブレンドコース（試験付）
eラーニング
+集合研修

30PDU

要件定義 要件定義と要求分析 通信教育 10PDU

ビジネスアナリシス BA概説講座（BABOK
®

Ver.3対応) 通信教育 12PDU

アジャイル
アジャイル開発の基礎 通信教育 5PDU

アジャイルプロジェクトマネジメントコース 通信教育 10PDU

ITスキル実践 実践力強化ゼミ（１日講座） オープンセミナー 8PDU

https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=2575
https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=3632
https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=107
https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=1854


テスト名（Web） 出題数 出題形式 制限時間

分野別テスト(プロジェクトマネジメント・フレームワーク) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクトマネージャの役割) 6 ランダム 15分

分野別テスト(プロジェクト統合マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト・スコープ・マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト・スケジュールマネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト・コスト・マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト品質マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト資源マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト・コミュニケーション・マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト・リスク・マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト調達マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロジェクト・ステークホルダー・マネジメント) 20 ランダム 30分

分野別テスト(プロフェッショナルの役割と責任) 10 ランダム 15分

分野別テスト(全分野) 20 ランダム 30分

模擬テスト 200 固定 240分

15Contact Hours

随時開講 6か月

⚫ すべての学習コンテンツを受講すること
⚫ すべての必須テストを受験し、

正答率が60％以上であること
⚫ すべての演習課題を提出すること

PMP®試験対策コース
+宿題メール（第6版対応 ）

35,000円（税別）

受講期間

修了条件

ＰＭＰ
® 

通信教育コース
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初めてPMP®資格の取得を目指す方へ！
重要ポイントの理解から、模擬試験までサポート

◼ セット内容

Webコンテンツ

PMP
®
試験 合格虎の巻

第6版対応

Webコンテンツ
・ポイント整理 虎の巻PDF
・分野別Webテスト

宿題メール
１日２問配信（土日除く）

全150問

PMP
®
試験対策問題集

400題 第6版対応
全400問

総問題数 1,400問！

書籍のみに掲載

50問

Webテスト+
書籍に掲載

800問

◼ Webテスト構成

◼ 宿題メール

教材として付属する書籍『合格 虎の巻』に収録されている問題は
基本的に除いた試験対策の重要問題を、ご登録頂いたメールアドレス
に毎日2問ずつ配信。（祝日含む月～金曜日）
配信問題はアイテックのオリジナル問題です。
受信したメールを「正解フォルダ」「不正解フォルダ」に振り分け、
試験直前に「不正解フォルダ」の問題をまとめて解くことで、
苦手分野の試験対策になります。

ＰＭＰ®

https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=1854


章別 主要学習項目(単元)

プロジェクトと

プロジェクトマネジメント

企業活動とプロジェクト／プロジェクトマネジ
メントの必要性／プロジェクトマネジメントを
取り巻く概念

プロジェクトの立上げ ビジネスアナリシスと要求分析／ステークホル
ダ特定／プロジェクト憲章の作成

プロジェクト計画 プロジェクト計画の全体像／スコープ定義／

スケジュール作成／コスト見積りと予算設定／
品質計画／人的資源計画／

コミュニケーション計画／調達計画／

ステークホルダマネジメント計画／

リスクマネジメント計画／

プロジェクト計画書作成とキックオフ

プロジェクト実行 プロジェクトの実行と監視・コントロール／

スコープ管理と変更管理／進捗管理／

アーンドバリューマネジメント／コスト管理／
品質管理／要員管理／コミュニケーション管理
／調達管理／ステークホルダ管理／リスク管理
／プロジェクトにおけるセキュリティ

プロジェクトの終結 プロジェクトの終結

プロジェクトマネージャに

求められる素養

人間関係のスキル／

リーダーシップとコンフリクトマネジメント

法律に関する知識 契約関係／知的財産関係

修了テスト 25問（自己採点/添削なし）

テクニカル 25PDU

⚫ PMBOK
®
ベースのプロジェクト

マネジメント基礎知識を習得している
⚫ ITシステム開発プロジェクトに

メンバーとして参画した経験がある方
⚫ PMP

®
試験受験者でPDU取得が

必要な方、PMP
®
資格取得者で

PDU更新が目的の方

随時開講 6か月

⚫ すべての学習教材、演習課題を実施
していること

⚫ 章末問題、修了テストの正答率が70%
以上であること。

プロジェクトマネージャ
養成コース

48,000円（税別）

受講対象者

受講期間

修了条件

本コースの受講をとおして、知識の
習得、スキルアップすることができた。

非常にそう思う 26％ / そう思う 70％

PMP
®

試験対策コース+宿題メール（第６版対応）とセットで学習すれば、PMP
®

受験申請に必要な35時間以上の
学習証明の取得が可能です。
プロジェクトマネジメントの考え方や、PMBOK

®
に対応したマネジメントスキルを身に付けるだけで

なく、ITプロジェクトの立ち上げから終結までの一連のプロセス群をどのようにマネジメントしていくか
PMに必要な法律知識やヒューマンスキルをWeb学習にて身に付けられます。

ＰＭＰ®

ＰＭＰ
®

通信教育コース
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コースは、よく構成されていた。

非常にそう思う 26％ / そう思う 70％

映像コンテンツだけでなく音声付で解説が行われていた。

PMBOK
®
の知識エリアごとに理解できるように整理されていた。

全体的に実務的な観点も多分に盛り込まれていて楽しく学べた。

教材コンテンツは、
学習目標の達成に役立つものだった。

非常にそう思う 26％ / そう思う 67％

PMP
®
受験に役に立つ内容であった。

体系を学ぶ以外に、実際の経験則に基づく知識も習得できる。

教材のコンテンツが実際のプロジェクト運営に沿っていた。

担当業務だけでは経験できないベンダやユーザ企業の視点も
カバーされており勉強になった。

普段意識せずやっていた事の理由を知り、理解が深まった。

※2018年10月時点の受講者アンケート結果を集計

PMP
®
試験問題を見て、問題の意図が理解できるようになった。

https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=2813


章
別

学習項目 学習コンテンツ

１ 企業活動の流れと情報活用戦略
教材（動画）→章末確認問題
→演習課題

２ 組織のストラテジ分析と
ギャップ分析

教材（動画）→章末確認問題
→演習課題

３ 戦略を実現するためのプログラム計
画とプロジェクトの立ち上げ

教材（動画）→章末確認問題
→演習課題

４ 費用対効果分析
教材（動画）→章末確認問題
→演習課題

５ 環境の変化に即応するための
チェンジマネジメント

教材（動画）→章末確認問題
→演習課題

６ ソリューションの評価と継続的改善
教材（動画）→章末確認問題
→演習課題

修了テスト

プロジェクトマネージャがプロジェクト分析及び評価結果などの情報をいかに効率的に活用し、
戦略の策定・見直しを行っていくかなど、戦略的マネジメントがWeb学習にて身に付けられます。

章
別

主要学習項目(単元) 学習コンテンツ

１
プロジェクトを成功に導く
リーダーシップ

教材（動画）→章末確認
問題→演習課題

２
チーム活性化のための
チームビルディング

教材（動画）→章末確認
問題→演習課題

３
メンバーとの信頼関係構築
のためのコミュニケーション

教材（動画）→章末確認
問題→演習課題

４
合意形成のための
ネゴシエーション（交渉）

教材（動画）→章末確認
問題→演習課題

修了テスト

あるべきリーダー像の明確化・チームビルディング・コミュニケーションスキル・
ネゴシエーションスキルなど、プロジェクト推進に必要なリーダーシップを発揮するためのスキル、
プロセスをWeb学習にて身に付けられます。

ストラテジック10PDU

随時開講 6か月

⚫ すべての学習コンテンツを受講すること
⚫ すべての章別確認問題を受験し、

正答率が70％以上であること
⚫ すべての演習課題を提出すること
⚫ 修了テストを受験し、

正答率が70％以上であること

プロジェクトを基盤とする
情報活用戦略マネジメント

25,000円（税別）

受講期間

修了条件

リーダーシップ10PDU

随時開講 6か月

⚫ すべての学習コンテンツを受講すること
⚫ すべての章別確認問題を受験し、

正答率が70％以上であること
⚫ すべての演習課題を提出すること
⚫ 修了テストを受験し、

正答率が70％以上であること

プロジェクトマネージャに
求められるリーダーシップ

25,000円（税別）

受講期間

修了条件

ＰＭＰ®

ＰＭＰ
®

通信教育コース
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※2018年10月時点の受講者アンケートより一部抜粋

・各章のテーマや目的が明確だった。
・情報戦略マネジメントのポイントが習得できた。
・ビジネス上でも想定できる学習内容だった。
・レポート作成の課題が今後の業務に役立つと感じた。
・上流工程から学習することができ有用に感じた。

受講生の声

※2018年10月時点の受講者アンケートより一部抜粋

・わかっているつもりでも体系的に理解できていない
リーダーシップについてよく整理されていた。

・リーダーに求められるものが理解できた。
・リーダーシップに必要なポイントが明確になった。
・業務に活かせると感じた。

受講生の声

https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=2966
https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=2965


1980年代後半に英国政府のOGC（Office of Government Commerce）がＩＴ提供者に要求すべき
サービス機能を整理し、手引書として開発。
現在は、ＩＴシステムの運用や保守を効率的に管理・実践（ＰＤＣＡ構築）していくための
ベスト・プラクティスをまとめたフレームワークとして、世界標準となっています。
先進的なＩＴサービスマネジメント企業が、コンサルティング・サービス、教育、及び
ソフトウェア・ツールの基盤として採用しており、有益なフレームワークであることが実証されています。

よくある悩み 期待される効果

コストがかかったり、納期が遅れた
り、最近やたら問題が多発している。

属人化を解消したい。スタッフが自分な
りの対処をしていて品質にバラつきが出
ている。

開発部門と運用部門の引継ぎがうまくい
かない。

システム安定運用に向けたリスク管理能力

客観的で体系的な課題抽出ができる様になる。継続
的改善の計画と実施ができる様になる。

品質を可視化する能力

ノウハウを社内で共有できるようになる。スタッフ
全員が質の高いサービスを提供できるようになる。

ＩＴＳＭを継続的に提供する能力

開発部門と運用部門の相互理解が深まり連携がうま
くいくようになる。

ＩＴＩＬ®
について

ＩＴＩＬ®
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本コースは、ITIL
®
2011年版の日本語版に対応しており、ファンデーション試験対策のための

Web学習と書籍をセットでご提供いたします。ITIL® をこれから学びたい方にオススメです。

ITIL
®
書籍 5冊の概要を図表を使って平易な文章で説明。

⚫ファンデーション試験（シラバス2011）を模擬した演習問題が
ついており、自習書として利用することもできます。

⚫豊富な情報から絞り込まれたテーマは、ファンデーション試験の
必修用語を網羅。

⚫ ITIL®エキスパートの知識と経験に基づいており、理解すべき重要な
概念がわかりやすくまとめられています。

⚫ ITIL®用語集や略語集によって、必要な情報を迅速にアクセス可能。

【コンテンツ提供】オリーブネット株式会社

学習内容 分野別 出題分野

サービスマネジメント全般 ５問

サービスストラテジ ５問

サービスデザイン ５問

サービストランジション ５問

サービスオペレーション ５問

継続的サービス改善 ５問

機能/技術 ５問

演習問題総まとめ 10問 全体から10問

模擬テスト 40問 全体から40問

登録問題数
300問以上

➢ 現場で使えるITサービスマネジメント実践 【8PDU取得可能】

※日程や価格などの詳細はお問い合わせください。

ＩＴＩＬ®
通信教育コース

⚫ 演習問題はデータベースからランダム
抽出。

⚫ 理解度をより深めるため、選択肢も
シャッフルされます。

⚫ 出題領域ごとに即時採点・表示され
ます。

⚫ 正答率は80％以上で合格圏内と
なります。

随時開講 3か月

⚫ ITサービスマネジメントの目的を
理解する

⚫ ITIL®とその価値を理解する
⚫ ITIL®が定義する各プロセスの概要を

理解する

ITIL
®
2011

ファンデーションコース

9,000円（税別）

受講期間

受講目的

®

ＩＴＩＬ®

◼ セット内容

WebテストITIL
® 

概要

◼ Webテスト構成

POINT

ＩＴＩＬ®のノウハウを現場で活かせていますか？

アイテックでは、ITIL®を実際の業務で活かすために必要な能力を、講義やグループワー
クにより習得できるセミナーを開催しております。

※本コースではPDU/CDU取得はできません。

15

https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=2405


5日間の集合研修を通してITIL®上位の内容を
学習します。
理論学習と演習とを同時並行で学習できます。

通常コースと学習内容は同じですが、
eラーニングによる事前学習と、集合研修が
3日間の学習時間が少し短めのコースです。

理論のインプットを事前学習で済ませている
為、演習の比率が少し遅めの進行になって
います。

2017年5月より日本語対応を開始した

プラクティショナコース対策研修！！

ITIL®プラクティショナの主なコンセプトである
CSIアプローチを実務へ適用する方法を学習し、
「組織の改善を先導できる」能力を身に付けます。
理論学習と演習とを同時並行で学習できます。

ＩＴＩＬ®上位資格 集合研修

ＩＴＩＬ®

14PDU取得可能

集合研修 2日間

通常コース
（試験無し）

110,000円（税別）

受講期間 取得可能PDU

リーダーシップ
ストラテジ＆

ビジネスマネジメント

7 7

※試験代は含まれておりません。別途試験をお申し込みください。（試験代 38,000円）

40PDU取得可能

集合研修 5日間

通常コース
（試験付）

389,000円（税別）

受講期間

30PDU取得可能

eラーニング＋集合研修 3日間

ブレンドコース
（試験付）

325,000円（税別）

受講期間

取得可能PDU

テクニカル リーダー ストラテジ

全種共通 10 10 10

取得可能PDU

テクニカル リーダー ストラテジ

SOA 10 20 10

PPO 20 10 10

RCV 10 20 10

OSA 10 10 20

16※ストア公開をしていないサービスとなります。お気軽に担当営業までご相談ください。



要件定義、要求分析とは

要件定義

要件定義とは、これから開発される情報システムへの要
求（要望）を分析し、その実現のために情報システムに
求められる内容（要件）を明確にすることです。
例えば、どのような機能を持たせるのか、また性能はど
のレベルか、運用はどうあるべきなのか、それらを支え
るハードウェア・ソフトウェアなど、システム全般にわ
たる要件を明確に作業する作業となります。
なお、情報システムに求められる機能に関する要件を
「機能要件」、機能以外の性能や信頼性、セキュリティ
などに関する要件を「非機能要件」と呼びます。

情報システムへのユーザーの「要求」（要望）を明確に
できなければ、「的確な要件」を定義することはできま
せん。しかし、ユーザー自体が自らの要求を正しく把握
できていなかったり、開発技術知識の差や意思疎通の不
足など様々な問題が介在し、「要求」の明確化は非常に
難しいものになっています。
「要求分析」は、ユーザーなどステークホルダーから要
求を引き出し、真に必要なものに絞り込んだ要件定義へ
つなげていくスキルです。要求分析を使うことによ
り、ユーザーと開発者の両方にとって役立つ要件を定義
できるようになります。
BABOK®はこの要求分析を体系化した知識体系です。

国内のソフトウェア開発プロジェクトの平均成功率は31.1％ ※日経コンピュータ2008年12月1日号より

43.6%

16.2%

33.0%

33.0%

26.8%

10.1%

要件定義が長くなった

企画作業が長くなった

設計作業が長くなった

開発作業が長くなった

テストが長くなった

その他

日経コンピュータ2008年12月1日号より
2008年調査 有効回答数179件

納期遅れの原因（複数回答可）日経コンピュータ（2008年12月1日
号）の調査によると、国内のソフト
ウェア開発プロジェクトのおよそ７割
のプロジェクトが失敗に終わっていま
す。さらに同調査によると、プロジェ
クトの納期遅れの原因は要件定義の長
期化が大きく影響していました。

的確な要求の分析と、妥当な要件定義
は、プロジェクトの成功の要です。
プロジェクトマネージャには要件定
義、要求分析は必須スキルと言えます。

要件定義

要求分析

外部設計

基本計画

内部設計

プログラム設計

プログラミング

テスト

システム運用と保守

※ウォーターフォールモデルでの工程
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要件定義 通信教育コース

「要件は変わるものである」という前提に基づいた
上で、プロジェクトを成功に導くために、顧客の真
の要求・要件を引き出し、開発に必要なものを見極
めるポイントを動画にて解説します。テクニックや
技法だけではなく、コミュニケーション方法につい
ても学ぶことができます。

・成功するプロジェクトの要件定義が知りたい方
・要件がプロジェクト途中で変わることで、

様々な不具合を感じている方
・真のニーズを引き出し、プロジェクトの顧客満足

度を高めたい方

要件定義

新設コース
2019年6月3日以降、随時開講

テクニカル 7.5PDU
リーダーシップ 2.5PDU

随時開講 6か月

⚫ すべての学習教材を受講していること
⚫ すべての章末テストを受験し、正答率

70％以上であること
⚫ 演習課題をすべて提出していること
⚫ 受講期間内であること
⚫ アンケートに回答していること

要件定義と要求分析

25,000円（税別）

受講期間

修了条件

『要件定義と要求分析』構成

第１章 要件定義の位置付け

要件定義がなぜ重要か① / 要件定義がなぜ重要か② /
要件定義で何をするのか① / 要件定義で何をするのか②

章末テスト 5問

第２章 要件定義の流れとポイント

要件定義の基本的な流れ① / 要件定義の基本的な流れ②
要件定義で重視すべきこと① / 
要件定義で重視すべきこと②

章末テスト ５問

第３章 要求の引出しと要求開発

要求の引出しと要求開発のポイント① /
要求の引出しと要求開発のポイント② /
要求を引出したり作り上げるための手法① /
要求を引出したり作り上げるための手法②

演習課題 要求の引出し計画（Word形式・オンライン提出）

演習課題 要求の引出し計画 解説

章末テスト １０問

第４章 要求の引出しに必要なコンピテンシー

コミュニケーション① / コミュニケーション② /
その他のコンピテンシー① / その他のコンピテンシー②

演習課題 システム思考（Word形式・オンライン提出）

演習課題 システム思考 解説

章末テスト ５問

第５章 要求分析

要求の検証① / 要求の検証② / 要求の妥当性確認 /
要求の優先順位付け

演習課題 要求の妥当性確認（Word形式・オンライン提出）

演習課題 要求の妥当性確認 解説

章末テスト １０問

第６章 要件定義書のまとめ方と合意形成

要求定義書へのまとめ方① / 要求定義書へのまとめ方②
要件定義書のレビュー、合意と承認

章末テスト ５問

第７章 要求管理

要求管理① / 要求管理②

章末テスト ５問

アンケート

担 当 講 師 ： 庄司 敏浩

※講義動画イメージ図
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https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=3660


ＢＡ（ビジネスアナリシス）について

BABOK®

®

― ビジネスアナリシスは、ニーズを定義し、ステークホルダーに価値を提供するソリューションを推奨
することにより、エンタープライズにチェンジを引き起こすことを可能にする専門活動である。―

（IIBA_BA（Business Analysis）とは から引用）

ビジネスアナリシス

真のニーズ

思い込みのニーズ

的確なソリューション

要件は満たしたのに
満足してもらえない

ビジネスアナリストが架け橋になると

ユーザーと開発者のみ プロジェクト失敗パターン

ITプロジェクトの成功の大きな部分は、適切な要件定義ができるか否かに依存しています。
しかし、適切な要件定義は、手法が確立していないため、実施する人の能力に依存せざるをえ
ない状況でした。プロジェクトの大成功は、これまで個人のノウハウや試行錯誤による「無自
覚な」ビジネスアナリシスによって成り立っていました。

ビジネスアナリシスの役割

・ユーザーのビジネス目標を明確にする
・ユーザーの真のニーズを引き出す
・要求と要件を定義し開発側に伝える
・プロジェクトの妥当性を確認する

ユーザーや経営者の戦略やビジネスの目的
から、本当に求められているソリューショ
ンを定義し、プロジェクトを成功に導くた
めの知識体系がビジネスアナリシスです。
要求分析の成功事例から、知識エリアとそ
れを構成するタスクを体系化しています。

BABOK®（Business Analysis Body of 
Knowledge）は、こういったプロジェク
トの成功例（ベストプラクティス）を体系
化したもので、7つの知識エリアとそれを
構成するタスクやテクニックからなりたち
ます。

参考：BABOK®v3 7つの知識エリア

ECBA
(Entry Certification 
in Business Analysis)

CBAP
(Certified Business 

Analysis Proffesional)

CBATL
(Certified Business Analysis 
Thought Leader)

CCBA
(Certification of Capability 
in Business Analysis)

米国の非営利団体IIBA®（International Institute of Business Analysis）が認定する資格

2018年6月14日より、CBAP資格試験の日本語試験が再開となりました。ビジネスアナリシスの領
域で複数ある知識体系の中でも最も有用性を評価されているBABOK®に準拠した資格試験です。社
内の企画業務や問題解決に従事する方、あるいは、コンサルタント業務に従事する方が、自身の能
力証明やキャリアアップのためのマイルストーンとして、最適な資格です。
※CBAP試験対策のセミナーや事前学習時間の申請について支援することができます。お気軽にご相談下さい。
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※本書はIIBA®日本支部の委託を受けて株式会社アイテックが販売しております。

《学習項目》

《書籍概要》

刊行日 ：販売中

販売価格：書籍版 9,000円(税別) / PDF版 6,500円（税別）

原書 ：A Guide to the Business Analysis Body of KnowledgeR(BABOK® Guide) Version 3.0

翻訳 ：IIBA
®
日本支部 BABOKR v3翻訳プロジェクト

(監修:清水 千博 翻訳:溝口 真理子、依田 光江、渡部 洋子)

ビジネスアナリシスとは、適切な要件定義を行い、ITプロジェクトを成功に導くための手法です。
本コースは、BABOK ® Ver.3に基づき、ビジネスアナリシスの知識体系をWebで学習できるコースです。

今注目のビジネスアナリシスの知識体系を網羅！BABOK® Guideの公式和訳版です。
ビジネスアナリシス知識体系ガイド（BABOK

®
）は、課題や問題を解決するための

手段を、タスクとテクニックの集まりに整理してまとめたものです。

ＢＡ（ビジネスアナリシス）

テクニカル 12PDU

および 12CDU※

随時開講 6か月（標準 12時間）

⚫ すべてのChapterを受講していること
⚫ 全ての確認テストを受験し、正答率が

70%以上であること
⚫ 実例演習課題を全て提出していること

BA概説講座
（BABOK ® Ver.3対応）

30,000円（税別）

受講期間

修了条件

ビ ジ ネ ス ア ナ リ シ ス 知 識 体 系 ガ イ ド V e r s i o n 3 . 0

※EEP教育プロバイダとして認定を受けており、CDU取得可能コー
スとして認められています。
※CDUはPDUと平行して取得することが可能です。
※CDUの発行が必要な場合は、あらかじめ担当営業またはアイテ
ックサービスデスクへご相談ください。
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学習項目 学習コンテンツ

１ ビジネスアナリシスとBABOK
®

教材（動画）→実例演習問題

２ ビジネスアナリシスの計画と
モニタリング

教材（動画）→確認テスト

３ 引き出しとコラボレーション
教材（動画）→確認テスト →
実例演習問題

４ 要求のライフサイクル・マネジメント 教材（動画）→確認テスト

５ 戦略アナリシス
教材（動画）→確認テスト →
実例演習問題

６ 要求アナリシスとデザイン定義
教材（動画）→確認テスト→
実例演習問題

7 ソリューション評価 教材（動画）→確認テスト

8 基礎コンピテンシ 教材（動画）→確認テスト

9 専門視点 教材（動画）→確認テスト

※動画教材イメージ

BABOK®

書籍版 PDF版

https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=3115
https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=2991
https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=3656


アジャイルについて

アジャイル

社会の状況やニーズが大きく変化したのに伴い、以前からあるソフトウェア工学やプロジェクト管
理手法では対応できないことが多くなってきました。新しいオブジェクト指向の考え方は、ソフト
ウェア開発で生じる難しい問題をいくつも解決しましたが、同時にそのための新しい開発手法も必
要になりました。
そこで「情報は不完全なものである」という前提に立って、システムに対する要件の変化や追加を
積極的に受け入れる「アジャイル開発」が提唱されました。
アジャイル（agile）とは“俊敏な”という意味で、俊敏にソフトウェア開発をすることを目指したも
ので、開発手法ではなく下記のアジャイル開発宣言で提唱された四つの価値（基本指針）に基づく
開発手法の総称です。

アジャイル開発宣言 四つの価値

1. プロセス・ツールよりも、個人の対話を重視
2. 包括的なドキュメントよりも、動くソフトウェアを重視
3. 契約交渉よりも、顧客との協調を重視
4. 計画に従うことよりも、変化への対応を重視

アジャイル宣言に基づく開発手法はいくつかありますが、イテレーション（反復）と呼ばれる基本
的な開発スタイルが共通しています。

ア
ジ
ャ
イ
ル
型
開
発

企画

イテレーション① イテレーション② イテレーション③

計画

設計

実装

テスト

計画

設計

実装

テスト

計画

設計

実装

テスト

▲

リ
リ
ー
ス

▲

リ
リ
ー
ス

▲

リ
リ
ー
ス

アジャイル型開発 ウォーターフォール型開発

メ
リ
ッ
ト

・要件の変更、追加に柔軟に
対応することができ、満足度
向上に繋がる。
・イテレーション単位でリ
リースしていくので、やり直
しが小規模に抑えられる。

・緻密な計画を元に開発する
ため、最終仕様が計画からず
れない。
・プロジェクトの完了期日が
決定しており、スケジュール
や進捗の管理が容易。

デ
メ
リ
ッ
ト

・計画がおおまかなため、開
発の方向性が当初のコンセプ
トからずれてしまいやすい。
・スケジュールや進捗のコン
トロールが難しい。

・途中で要件を変更すること
は困難。
・やり直しに大きな工数が発
生する。

PMBOK®第6版改定では、アジャイルに関す
る内容が強化されました。
これまでのシステム開発は、プロジェクトス
タート時点で“何を”“いつまでに”作るのかを
決めるウォーターフォール型が主流でし
た。しかし、デジタルトランスフォーメー
ションに適応し、前例のないビジネスや、状
況の変化が早いビジネスなど、最初に要件を
固めにくいプロジェクトを成功させるに
は、要件を固めながらシステムを開発してい
くアジャイル型の考えが活躍します。
今後のプロジェクト開発では、プロジェクト
によって、最適な開発手法を選べるスキルが
必要になると言えます。
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１日目

アジャイル総論 XP概要

1.アジャイルとは 1.XPとは

2.アジャイルの背景 2.XPのプラクティス

3.アジャイルの登場

スクラムとストーリー チーム演習

1.スクラム概要

2.ストーリーとは

２日目

アジャイル検定対策問題演習

エクストリームアワーによる疑似アジャイル
プロジェクト体験

受講費用
80,000円（税別）/1名
（書籍＋バウチャー付き）

定員 25名

実施日 お問い合わせください

時間
1日目 10時～17時
2日目 10時～13時

場所
DAYS赤坂見附
http://www.days-akasaka.tokyo/

担当講師：長瀬嘉秀

1986年、東京理科大学理学部応用数学科卒業。朝日新聞社を経て、1989年、
株式会社テクノロジックアートを設立。OSF(Open Software Foundation)の
テクニカルコンサルタントとしてDCE(Distributed Computing Environment)
関連のオープンシステムの推進を行う。OSF日本ベンダ協議会DCE技術検討委員会
の主査を務める。
現在、株式会社テクノロジックアート代表取締役。UML Profile for EDOCの共同
提案者、ISO/IECJTCI SC32/WG2委員、UMLモデリング推進協議会(UMTP)監事、
電子商取引推進協議会(ECOM)XML/EDI標準化調査委員。明星大学情報学部講師。
中国浙江大学客員教授。著書として、『アジャイルプロジェクト管理』（共著、
技術評論社）、その他多数。

アジャイル セミナー

アジャイル

ア ジ ャ イ ル ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 入 門

IT開発の現場では、効率的な手法としてアジャイル開発が注目されています。1.5日間の本研修で、

実践を通しながらアジャイル開発に必須となるスクラムやストーリーの概念を身に付けることができます。

アジャイル開発を実際にされる方にとって役立つ
基礎知識をはじめ、プロジェクトの進め方に重点
をおいた解説を行いながら実際に実技を実践する。

・アジャイルの考え方について学ぶ
・スクラム 概要を理解する
・XP原則のプラクティスを理解する
・アジャイル検定試験に要求される基本知識を得る

・アジャイル開発手法の基礎知識を習得したい技術者やマネージャの方。

※本セミナーではPDU/CDU取得はできません。
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近年、アジャイル開発をはじめとする非ウォーターフォール型開発が、俊敏かつ柔軟な対応が可能な
ソフトウェア開発手法として、注目されています。
PMBOK

®
第6版でも「アジャイルへの適合」がより強化されました。

本講座では、『アジャイル開発』における基礎的な要素をWebで学習できます。

※コンテンツイメージ図

『アジャイル開発の基礎』構成

第１章 アジャイル概要

１-１ ソフトウェア開発

１-２ ソフトウェア開発における課題

１-３ アジャイル開発とは

１-４ アジャイル開発の歴史

１-５ アジャイルマニフェスト

１-６ アジャイルマニフェスト １２の原則

１-７ アジャイル開発の特徴

１- 8  アジャイル適用の効果

章末テスト １０問

第２章 アジャイルのプロセス

２-１ スクラムの原点

２-２ スクラムの精神

２-３ スクラム実践の基本

２-４ スクラムの場

２-５ スクラムチーム

２-６ スクラムのプロセス

章末テスト １０問

第３章 エンタープライズアジャイル

３-１ エンタープライズアジャイル

３-２ PMBOK
®
とアジャイル

３-３ ハイブリッド開発

３-４ 事例

３-５ チームとコラボレーション

３-６ アジャイルを成功に導くスキル

章末テスト １０問

第４章 アジャイルとリーダーシップ

４-１ アジャイルを成功に導くリーダーシップ

４-２ アジャイルのリーダーシップスタイル

４-３ サーバントリーダーシップとは

４-４ サーバントリーダーシップ５つの柱

４-５ サーバントリーダーシップの特性

４-６ アジャイル開発におけるリーダーシップのあり方

章末テスト １０問

総まとめテスト１０問

アジャイル 通信教育コース

テクニカル 5PDU

随時開講 3か月

⚫ 各テスト80％以上の正答率であること
⚫ すべての学習教材を受講していること

アジャイル開発の基礎

18,000円（税別）

受講期間

修了条件

音声とスライドによる解説とWeb上の各章末問題
で構成された学習コースです。
アジャイルシステム開発の概要と基礎となる知識が
習得できます。
若手SE向けの入門・開発演習の研修前の自己学習
に最適です。

・アジャイル 考え方について学ぶ
・スクラム 概要を理解する
・XP原則・プラクティスを理解する
・アジャイル検定試験に要求される基本知識を得る

アジャイル
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https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=2193


アジャイルプロジェクトを順調に回していくため
にプロジェクトマネージャが押さえておくべき知
識を、講義動画と章末テストで学ぶことのできる
コースです。アジャイルのポイントをプロジェク
トマネジメント視点から解説します。

※講義動画イメージ図

『アジャイルプロジェクトマネジメント』構成

第１章 PMBOK®ガイドにおけるアジャイルの位置づけ

PMBOK®ガイドにおけるアジャイルの位置づけ

章末テスト 5問

第２章 アジャイルにおける要求、要件定義

アジャイルにおける要求とは？/ ビジネスケース作成 /
ビジネスケース作成手順 /
アジャイル手法を始めるポイント

章末テスト １０問

第３章 アジャイルにおける見積もりと契約

見積のアプローチ / 
日本におけるプロジェクト契約の現状 /
請負契約と準委任契約と派遣契約 / 契約のポイント / 
異文化圏との契約 / アジャイルでの契約

章末テスト １０問

第４章 アジャイルにおける計画

ユーザーストーリー作成 /
ユーザーストーリーの承認・見積・コミット /
タスク作成 / タスク見積 / スプリント・バックログ作成

章末テスト １０問

第５章 アジャイルにおける進捗管理

実行 / 成果物作成 /
日々のスタンドアップ・ミーティング /
レビューと振り返り / リリース

章末テスト １０問

第６章 アジャイルにおける品質管理

完成した成果物の能力 / 品質とスコープ /
品質とビジネス価値 /
受入基準と優先順位付きプロダクト・バックログ /
品質管理のプロセス / PDCAサイクル

章末テスト １０問

第７章 サーバントリーダーシップ

サーバーントリーダーシップ

章末テスト １０問

第８章 アジャイルにおける課題

最終成果物の範囲・合意形成 / 予算・見積の精度 /
契約事項とスケジュール

章末テスト １０問

第９章 アジャイルにおける開発事例 -ケーススタディ-

プロジェクト立ち上げ（要件定義・見積・契約） /
プロジェクト計画（ストーリー・タスク・アサイン） /
プロジェクト実行（進捗管理） /
品質管理・受入れ / リーダーシップ

アンケート

アジャイル 通信教育コース

テクニカル 9PDU
リーダーシップ 1PDU

随時開講 6か月

⚫ すべての学習教材を受講していること
⚫ すべての章末テストを受験し、正答率

70％以上であること
⚫ 受講期間内であること
⚫ アンケートに回答していること

アジャイルプロジェクト
マネジメント

25,000円（税別）

受講期間

修了条件

・アジャイルプロジェクトを機敏に回していく
ためのポイントをプロジェクトマネージャの
視点で習得する。

※アジャイルの基礎知識をすでに習得している方向けの
コースです。基礎知識習得には、『アジャイル開発の
基礎』をおすすめいたします。

アジャイル
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担 当 講 師 ： 中 谷 公巳

新設コース
2019年5月13日以降、随時開講

※ストア公開 2019年5月上旬予定

https://www.itec.co.jp/store/products/detail.php?product_id=3659


「Society5.0」で輝く人材に必要なスキルやマインドを育てる、IT人材向けオープンセミナーです。
IT超上流からマネジメントスキル、最新のIT動向に対応したIoTや人工知能の講座もございます。
同じカリキュラムの１社集合研修も開催可能です。

開講日・カリキュラムの詳細は、別冊カタログにてご紹介しております。

実践力強化ゼミ

IT技術者のスキルを磨くオープンセミナー 『実践力強化ゼミ』

“資格”の次は？”実践力”！
デジタルトランスフォーメーション時代に対応するスキルとマインドを育てる

■実践力強化ゼミカタログ
https://www.itec.co.jp/about/pdf/2019_itseminar.pdf
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ビジネス要件を引き出すスキル

失敗しない要件定義実践
～ プロジェクト成功の要、要件定義を速習 ～

庄司 敏浩 講師

演習で身に付ける非機能要件定義実践
～ 非機能要件定義で、システムのユーザー不満を解消する ～

山下 真吾 講師

マネジメントスキル向上

失敗しないリスクマネジメント実践
～ 経験や感覚に頼らないリスクヘッジの方法を学ぶ ～

庄司 敏浩 講師

演習で身に付けるチームマネジメント実践
～ チームの活性化と環境の変化に対応できるチームへ導く ～

加藤 大介 講師

失敗しないステークホルダーマネジメント実践
～ プロジェクトを成功させる利害関係をロジカルに築く ～

庄司 敏浩 講師

現場で使えるITサービスマネジメント実践
～ ITIL®をサービス運用で実践的に活かす ～

木村 祐 講師

エンジニア実務スキル

IT基礎としてのAI活用
～ ディープラーニングとクラウド型AIを体験する ～

小島 琢矢 講師

IoTを活用したイノベーション創出
～ モノとネットを繋げることで生まれる価値を考える ～

吉原 幸伸 講師

ITで求められるロジカルライティング実践
～ 「正確に・わかりやすく・早く」伝わる文書を作る ～

加藤 大介 講師

◼ 講座例

実践力強化ゼミ

PDU取得オープンセミナー

１名あたり受講料：45,000円（税抜）
講座時間：9：30～18：30（8時間） 開催会場：アイテック教育事業本部（泉岳寺駅から徒歩１分）

取得PDU：８PDU ※サブカテゴリは各講座のWebストアページにてご確認ください。

https://www.itec.co.jp/about/pdf/2019_itseminar.pdf


情報の安全性を高めるための専門教育

セキュリティ関連

PCI DSS）

セキュリティエンジニア養成講座（CND,CEH）

通信教育コース

セミナー



PCI DSS 通信教育コース

PCI DSS （PCIデータセキュリティ基準）とは、国際カードブランド5社（American Express,
Discover, JCB , MasterCard , VISA）が定めた、カード会社、加盟店、その他関連事業者を対象とし
たカードデータのためのセキュリティ基準です。

各カードブランドはそれぞれ独自のセキュリティ基準と準拠プログラムを制定していたため、
加盟店はそれぞれに準拠し監査を受けるという負担が生じていました。そこで加盟店側の効率を考慮し
、カードブランドが連携し、共通のセキュリティ基準の制定に至りました。

米国では法制化されている州も複数あり、日本でもカードブランドや監督行政機関が、安全なカードデ
ータの取り扱いを目的に普及を推進しております。

2020年3月末までに対面加盟店でも、PCI DSS準拠または情報の非保持化対応が必須！

一般社団法人日本クレジット協会（経済産業大臣が指定する認定割賦販売協会） は下記のとおり
各業界にPCI DSSの準拠、またはカード情報の非保持化対応を要請しております。

PCI DSS準拠により、企業価値（信用、ブランド）の向上はもちろんのこと、
これまでの個人情報保護制度と違い、より具体的にセキュリティポリシーを定義されることにより、
現実的にハッカーやクラッカー等による様々な不正アクセスからお客様のサイトを保護し
サイトの改ざんや悪用、情報盗用などのリスクを低減します。

また、PCI DSSを推進する国際カードブランドのいくつかは、加盟店等からカードに関する情報が
流出して不正使用された場合、その加盟店がPCI DSSに準拠していれば、その損害が免責されること
があるとしています。

◎技術者の教育が急務です！
・ カード会社様のシステム開発、運用のご担当者
・ カード加盟店様のシステム開発、運用のご担当者
・ カードシステムに関わるSI事業者様、運用事業者の担当者様
・ コンサルティング会社のご担当者様

PCI DSSの具体的な対応方法は、カード情報の取扱い形態や規模によって、
訪問審査、サイトスキャン、自己問診の3つの方法があり、カード情報の取扱い規模や事業形態によっ
て、複数を実施する必要があります。
いずれの方法でも、規定された12の「要件」に準拠していることと適切な運営が求められます。
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PCI DSS

➢ 2018年3月までに準拠
・クレジットカード会社の準拠
・EC加盟店

➢ 2020年3月までに準拠
・対面加盟店



PCI DSS Requirements and Security Assessment 
Procedures v3.2.1』要件の前文を含め、全12要件の
概要、各要件を満たすシステム条件や文書化要求など
ポイントが整理されており、要件を理解しながら準拠の
準備・適切な運営の維持を可能にします。

幅広い業界で多くのPCI DSS監査実績を持つICMS社監査員
（QSA）の監修による学習コースです。
PCI DSS要件の目的を把握し、確実な準拠と適切な運営へ
のガイドとなる実用的な教材をWebで学習します。
＜監修＞国際マネジメントシステム認証機構 (ICMS) 代表 取締役社長、

PCI DSS QSA監査員 上野 洋一

・PCI DSSの概念と要件を理解して、自社ビジネスに最適な準拠の仕方、運営を行えるようにする。
・PCI DSS要件の概略を学び、QSA同等の知識を目指す。

PCI SSC(米国PCIセキュリティ基準審議会)が
提供するQSAトレーニングの資料や各種
セキュリティスタンダード等を参考にした、
監査実績多数の監査員（QSAs）監修による
実用的な教材です。

・PCI DSS準拠検討・準備中、準拠中の方
・コンサルの方
・ITご担当者の方

PCI DSSとは、クレジットカード業界初の
セキュリティ基準です。
金融業、流通業、通信/メディア/公共機関、
製造業等、幅広い企業のPCI DSS順守の対応
が想定されます。
アイテックでは、国内初となるPCI DSSの
概念と要件をWeb上で学習できるコースをご
用意しました。

随時開講 6か月

PCI DSS3.2.1
教育トレーニング

92,000円（税別）

受講期間

1.概論

Lesson1

2.PCI DSS準拠
の為の事前準備

Lesson2

3 .要件とテスト
手順（1～2）

Lesson3～7

4.要件とテスト
手順（3～4）

Lesson8～11

5.要件とテスト
手順（5～6）

Lesson12～17

6.要件とテスト
手順（7～9）

Lesson18～25

7.要件とテスト
手順（10～11）

Lesson26～32

8.要件とテスト
手順（12及び
まとめ）
Lesson33～36

9.代替コントロー
ルとAppendix 
A2

Lesson37～39

10.総合テスト
（全25問）

Lesson40
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PCI DSSの概念と要件を理解する!!

出題問題数
100問以上

PCI DSS 通信教育コース

PCI DSS

国内
初

◀ PDF教材

▼ Webテスト

※ストア公開をしていないサービスとなります。お気軽に担当営業までご相談ください。



セキュリティエンジニア養成講座

GSXが開講しているEC-Council認定の情報セキュリティトレーニングコースです。
世界に数ある教育コースの中でも、極めて実践的であり、即戦力となる人材を
短期間に育て上げるコースとして、既に145ヶ国を超える国々で提供され、20万人を超える有資格者が
米国国防総省や国家安全保障局をはじめ、世界の重要システムを防衛しています。
本講座では、セキュリティの専門家（日本人講師）による日本語化コンテンツを利用し、
最新のセキュリティ事情を加味し、網羅的かつ体系的に実践的な技術を習得できます。

➢ セキュリティが分かる人材が社内にいない

➢ セキュリティ担当者になって何をどうやって勉強したらよいかわからない

➢ 余分なコストと時間をかけないで、実行力のあるスキルを身に付けたい

情報セキュリティ人材の不足が叫ばれる中、
高いスキルと実行力・判断力を持った人材の育成は急務となっています。

セキュリティに関するスキル習得でお悩みの方にセキュリティエンジニア養成講座をおすすめします。

➢ 仮想環境 iLabs

セキュリティの学習環境は気を付けないと、攻撃者に利用されてしまうことがあります。
（例えば、攻撃の踏み台として使われることがあります）。仮想環境iLabs は、この様な
「知らないうちに加害者になってしまう」等の心配なく、実践的な演習に取り込むことができます。

➢ 実践演習
先端のラボ環境で各種ツールを利用して、実際に設定や対策の効果を体験として
学ぶことができます。受講後も仮想環境へは6か月間のアクセスが可能で、
スキル習得のための実践的な演習を会社、自宅で行えます。（※英語コンテンツ）

➢ 集中講義
講師は全員、サイバーセキュリティに特化した実績ある現役プロハッカーを人選。
資格保有、複数大学での講師経験者等、経験豊富なハッカーが講師を担当します。

➢ 認定試験
コース修了条件を満たし、受講開始後1年以内に認定試験を受験、70％以上の正答率で
グローバル資格であるEC-Councilの認定資格（CND,CEH）を得ることができます。

CEH（認定ホワイトハッカー）

CND（認定ネットワークディフェンダー）

ネットワークトラフィック、パフォーマンス、利用率、ネットワークトポロジー、システムの設置場
所、セキュリティポリシーなどに精通しているネットワーク技術者が、ITセキュリティインシデント
の初期段階からセキュリティに関する“防御、検出、対応”ができれば、事態の悪化を最小限にするこ
とができ、ネットワークの構築や再構築時にも潜在的なリスクを排除することができます。

CEHは、最新のセキュリティ脅威、高度の攻撃ベクトルと、最新のハッキングの技術、手法、ツール、
巧みな技、情報セキュリティ対策のリアルタイムでの実演／実用に重点を置いた、エシカル・ハッキ
ング／情報システム・セキュリティ監査の統合型プログラムです。 「現実の攻撃手法」を体系的に学
んで頂くことで、ホワイトハッカーとして「攻撃者視点」の判断力を習得し、効果的な防御に活かす
ことができます。
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CND/CEH



ネットワーク技術者からネットワークセキュリティ技術者へスキルアップ

本講座は、「予測可能な防御スキル」「事後対応の方法」「インシデントに対する遡及的対応」の3つの観点からの
アプローチで、ネットワークセキュリティ技術者に求められるスキルの習得を支援いたします。

学習内容

コンピュータネットワークと防衛の基礎

ネットワークセキュリティの脅威、脆弱性、攻撃

ネットワークセキュリティのコントロール、プロトコル、デバイス

ネットワークセキュリティポリシーのデザインと実装

物理セキュリティ

ホストセキュリティ

ファイヤーウォールの安全な構成と管理

IDSの安全な構成と管理

VPNの安全な構成と管理

無線ネットワークの防御

ネットワークトラフィックのモニタリングと分析

ネットワークリスクと脆弱性の管理

データのバックアップとリカバリ

ネットワークインシデント対応と管理

受講費用（税別）：398,000円

①ネットワークの概念について基礎的な知識を有していること
（ネットワークエンジニアとして2~3年程度の経験）
②Cisco CCDAまたはCCN, CompTIA Network+または
Security+, IPA ネットワークスペシャリストの資格保有者また
は同等のスキル保有者

CNDコース参加要件

コース内容

5日の座学およびテキスト、演習環境iLabsのID（6か月間有効
）、認定資格試験（受講開始後1年以内に受験が必要）バウチ
ャ

受講期間

5日間（月～金曜日）または3日間（水～金曜日）
10：00～18：00

「攻撃者視点」で自社を守るホワイトハッカーを育成

最新のセキュリティ脅威、高度な攻撃手法と、最新のハッキング
の技術、ツールや手口を学ぶことができます。「現実の攻撃手法」
を体系的に学ぶことで、ホワイトハッカーとして「攻撃者視点」
の判断力を習得し、効果的な防御に活かすことができます。

学習内容

ホワイトハッキングの紹介

フットプリンティングと調査

ネットワークの診断

列挙

システムハッキング

マルウェアの脅威

スニッフィング

ソーシャル・エンジニアリング

サービス拒否（DoS）

セッションハイジャック

Webサーバのハッキング

Webアプリケーションのハッキング

SQLインジェクション

ワイヤレスネットワークのハッキング

モバイルプラットフォームのハッキング

IDS、ファイアウォールハニーポットの回避

クラウド・コンピューティング

暗号技術受講費用（税別）：498,000円

下記の内容が理解できれば問題ありません(予習推奨) 
1）CCNAレベルのネットワークに関する内容
2）LPIC Level1程度のLinuxに関する内容
3）企業で導入されているFirewallなど

ネットワーク・セキュリティ機器の構成
4）下記ツールの使い方

・Wireshark や tcpdump
・nmap
・ローカルプロキシ（Burp Suite、 Fiddler 、

Owasp Zed Attack Proxy）

CEHコース受講要件

コース内容

5日の座学およびテキスト、演習環境iLabsのID（6か月間有効
）、認定資格試験（受講開始後1年以内に受験が必要）バウチ
ャ

受講期間

5日間（月曜日から金曜日） 10：00～18：00
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セキュリティエンジニア養成講座

CND/CEH

※ストア公開をしていないサービスとなります。お気軽に担当営業までご相談ください。



商品名 PDU 価格（税別） 発売日・開講日 ページ

１社集合研修

- １社集合研修例 - - - P4

PMP
®

書籍 『PMP
®
試験 合格虎の巻 第6版対応』 - 3,200円 発売中 P10

書籍 『PMBOK®ガイド問題集 第6版対応』 - 1,700円 発売中 P10

書籍 『プロジェクトマネジメントリテラシ』 - 2,700円 発売中 P10

通教 PMP®試験対策コース第6版対応 宿題メール付 15 35,000円 随時開講 P11

通教 プロジェクトマネージャ養成コース 25 48,000円 随時開講 P12

通教 プロジェクトを基盤とする情報活用戦略マネジメント 10 25,000円 随時開講 P13

通教 プロジェクトマネージャに求められるリーダーシップ 10 25,000円 随時開講 P13

ITIL®

Web ITIL®2011ファンデーションコース - 9,000円 随時開講 P15

ITIL®上位資格

セミナー ITIL®プラクティショナ 通常コース（試験無し） 14 110,000円 お問合せください P16

セミナー ITIL®インターミディエイト 通常コース（試験付） 40 389,000円 お問合せください P16

Web+
セミナー

ITIL®インターミディエイト ブレンドコース（試験付） 30 325,000円 お問合せください P16

要件定義

通教 要件定義と要求分析 10 25,000円 2019/6/3より随時開講 P18

BA（ビジネスアナリシス）

書籍 『ビジネスアナリシス知識体系ガイド Version3.0』書籍版 - 9,000円 発売中 P20

PDF 『ビジネスアナリシス知識体系ガイド Version3.0』PDF - 6,500円 発売中 P20

通教 BA概説講座（BABOK
®

Ver.3対応） 12 30,000円 随時開講 P20

アジャイル

セミナー アジャイルソフトウェア開発入門 - 80,000円 お問合せください P22

通教 アジャイル開発の基礎 5 18,000円 随時開講 P23

通教 アジャイルプロジェクトマネジメントコース 10 25,000円 2019/5/13より随時開講 P24

PDU取得 オープンセミナー

セミナー 実践力強化ゼミ 8 45,000円 別冊カタログ参照 P25

PCI DSS

通教 PCI DSS3.2.1 教育トレーニング - 92,000円 随時開講 P27

セキュリティエンジニア養成講座

Web+
セミナー

CND（認定ネットワークディフェンダー） - 398,000円 お問合せください P29

Web+
セミナー

CEH（認定ホワイトハッカー） - 498,000円 お問合せください P29

商品一覧
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どこよりも早くアイテックの新商品や情報処理の最新情報をお届けします。
https://twitter.com/ITEC_shikaku

一人一人のキャリアビジョンを実現させるために一緒に考え、悩み、共に成長

していける、そんなコミュニティを目指します。

https://www.facebook.com/ITEC.Community

twitter

facebook

アイテック通信
情報処理技術者試験やPMP®試験の情報を受講者様向けに発信しています。

https://www.itec.co.jp/webform/mailmagazine

お問合せ先

【サービスデスク】

https://www.itec.co.jp/contact/

または

℡:03-6824-9001
（担当：サービスデスク 月～金（祝祭日除く）：10:00～17：00）

【法人営業部 直通】

℡:03-6824-9007 メール: hojin@itec.co.jp

アイテックストア

法人会員ご登録で、法人向け購入機能がお使いいただけます。

https://www.itec.co.jp/store/

アイテックホームページ

IT資格についての情報や、各種教材の詳細をご案内いたします。

https://www.itec.co.jp
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アイテックの教育事業は、これからの社会を担うIT人材の育成を通じて社会の発展に貢献しま

す。

1983年に国内の民間事業者として初めて情報処理技術者向けの国家試験「情報処理技術者試験」

のための教育サービスを開始しました。以来、この分野でのトップランナーとして試験対策通信

講座の提供、テキストの出版を事業の核としつつ、技術知識、マネジメント、ヒューマンスキル

へと教育分野を拡大し、IT人材育成をトータルにサポートする専業事業者として、皆さまの発展

を人材教育面から支援しております。

アイテックについて

「人間力」を、「企業力」に

ITECは
「企業利益に貢献する人材・教育サービス」を実現します。

IT人材育成で35年以上の実績、150名以上の契約講師陣

約8,000団体 延べ受講者90万人以上

“人間力”を“企業力”に

IT黎明期からIT人材育成を支援。幅広い教育分野をカバー。

複数の学習スタイルで、ライフスタイルに適した学習環境を提供いたします。

活躍するIT人材に必要なヒューマンスキルの育成を提供いたします。

⚫ ビジネススキル
⚫ コミュニケーション
⚫ プレゼンテーション
⚫ ＩＴ基礎

⚫ ロジカルシンキング
⚫ リーダーシップ
⚫ 要求定義・要件定義
⚫ 情報セキュリティ

⚫ プロジェクト
マネジメント

⚫ リスクマネジメント

上級

中級
内定者・新人

共通

⚫ メンタルマネジメント ⚫ チームビルディング ⚫ 資格対策

⚫ グローバル対策 ⚫ タイムマネジメント
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■商号 株式会社アイテック

■沿革 旧株式会社クリエーティブソリューションズ 旧株式会社アイテック

2005年 1月 フォーバルグループのHR事業を
担うべく創業

1983年 5月 「株式会社情報処理技術者教育セン
ター」を設立

2008年 2月 業務拡大のため、オフィスを渋
谷に移転

1991年 1月 「株式会社アイテック」へ商号変更

2010年 11月 アジア人材紹介事業を開始 2013年 10月 「株式会社フォーバル（東証一部上場，
証券コード 「8275」）」の連結子会
社となる

2018年 4月 株式会社クリエーティブソリューションズと株式会社アイテックが合併し、株式会社アイテック
となる

■資本金 80,000,000円

■取締役 代表取締役社長
取締役副社長 教育事業本部長
取締役 人材事業本部長
取締役 管理本部長
取締役(非常勤)
取締役(非常勤)

加納 敏行
土元 克則
澤田 朗
久保田 善之
加藤 康二
行 辰哉

■事業概要 通信教育事業、書籍の出版・販売事業、企業向け社員研修事業
ITエンジニアの派遣事業

■所在地 ・本社 〒150-0002 東京都渋谷区渋谷2-17-5 シオノギ渋谷ビル11階
人材事業本部 TEL：03-6825-5301 FAX：03-3797-3704 

・教育事業本部 〒108-0074 東京都港区高輪2-18-10  高輪泉岳寺駅前ビル4階
TEL：03-6824-9010 FAX：03-5795-0231 

・教育事業本部 〒550-0005 大阪府大阪市西区西本町1-4-1  オリックス本町ビル15階
西日本支社 TEL：06-6535-7420 FAX：06-6535-7421

■主要取引先

• アマゾンジャパン合同会社

• アイコムシステック株式会社

• ＩＩＢＡ®日本支部

• インフォメーションサービスフォース株式会社

• 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

• ＮＥＣマネジメントパートナー株式会社

• ＳＣＳＫ株式会社

• ＮＴＴラーニングシステムズ株式会社

• ＭＳ＆ＡＤシステムズ株式会社

• ＮＥＣネッツエスアイ株式会社

• 株式会社ＮＨＫメディアテクノロジー

• 株式会社ＮＴＴデータユニバーシティ

• 株式会社ＮＴＴデータ アイ

• ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社

• 株式会社ＮＴＴドコモ

• 株式会社大阪屋栗田

• 株式会社ＯＫＩソフトウェア

• 関西電力株式会社

• 一般社団法人神奈川県情報サービス産業協会

• 株式会社クレスコ

• ＫＤＤＩ株式会社

• 国税庁

• ＮＴＴコムウェア株式会社

• 株式会社さくらケーシーエス

• 株式会社ＪＲ東日本情報システム

• ＪＲＡシステムサービス株式会社

• Ｓｋｙ株式会社

• 住友林業情報システム株式会社

• ソフトバンク株式会社

• 株式会社大和総研

• ＴＩＳ株式会社

• ＴＩＳソリューションリンク株式会社

• 株式会社トーハン

• 東芝テックソリューションサービス株式会社

• 株式会社東邦システムサイエンス

• 東京海上日動システムズ株式会社

• 東芝インフォメーションシステムズ株式会社

• 日本出版販売株式会社

• 株式会社西村書店

• 株式会社日本ウィルテックソリューション

• 日本政策金融公庫

• 日本アイ・ビー・エム株式会社

• 株式会社日本総合研究所

• 株式会社日本マンパワー

• ニッセイ情報テクノロジー株式会社

• 日本電気通信システム株式会社

• 株式会社日立インフォメーションアカデミー

• 株式会社日立ハイシステム２１

• 株式会社日立産業制御ソリューションズ

• 東日本電信電話株式会社

• 株式会社富士通ラーニングメディア

• 株式会社フォーバル

• 株式会社富士ゼロックス総合教育研究所

• 防衛省 航空幕僚監部

• みずほ情報総研株式会社

• 三菱ＵＦＪインフォメーションテクノロジー株式会社

• 三菱電機コントロールソフトウェア株式会社

• 一般社団法人宮城県情報サービス産業協会

• 株式会社村田製作所

• 株式会社ラック

• 株式会社リクルートテクノロジーズ

• リコーＩＴソリューションズ株式会社

• ワールドビジネスセンター株式会社

等（50音順・敬称略）

会社概要
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教育事業本部 〒108-0074 東京都港区高輪2-18-10  高輪泉岳寺駅前ビル4階 ℡ 03-6824-9010

西日本支社 〒550-0005 大阪府大阪市西区西本町1-4-1  オリックス本町ビル15階 ℡ 06-6535-7420

Ver.5.0／2019年5月発行

有効期限：2021年5月末

アイテック教材案内

IT技術者を総合的にサポート


